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津市市営ぜにやま団地１３号館受水槽改修工事
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津　市　建　設　部　市　営　住　宅　課

【工事概要】

特記事項

　・既設地下式受水槽を地上式受水槽に更新する。
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【解体撤去処分】

　・本工事により発生する廃材は、産業廃棄物となるため関係法令により適切に処理すること。

　　また、工事着手前に、施工方法を記した施工計画書を市監督員に提出し承諾を得ること。

　・工事完了後、速やかに施工報告書(マニフェスト等の写しA・B2・D)を市監督員に提示すること。

【適用基準】

　・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 「公共建築工事標準仕様書（建築、電気、機械設備工事編）平成31年版」

　・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 「公共建築改修工事標準仕様書（建築、電気、機械設備工事編）平成31年版」

　・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 「公共建築設備工事標準図（電気、機械設備工事編）平成31年版」

　・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 「建築、電気、機械設備工事監理指針　令和元年版」

　・独立行政法人　建築研究所監修 「建築設備耐震設計・施工指針2014年版」

　・その他関係法令

　・現地調査については、事前に市監督員の承諾を得ること。

　・工事用電力・用水及び各種申請費については、受注者の負担とする。

　・工事過程において既設施設に何らかの損害等を与えた場合には、受注者の負担において速やかに復旧すると共に市監督員に報告すること。

　・当工事により発生する廃材は、産業廃棄物となるため関係法令により適切に処理すること。また、工事完了後、速やかにマニフェスト等

　　の写しを市監督員に提出すること。

　・近隣に対し騒音・振動・粉塵等を配慮した施工を行うこと。

　・解体工事時及び機材搬入時等の大型車両出入りの際には交通整理のための誘導員を配置し、通行人及び敷地周辺の安全確保に配慮すること。

　・市監督員と調整の上で、断水期間を短くするよう計画すること。

　・当工事場所は市営住宅であり、入居者が生活をしている場所であることを十分理解し、工事の事前周知等及び入居者の安全には十分配慮すること。

　・給水設備（受水槽、高置水槽、ポンプ等）については月１回（ポンプは２回）の保守点検業務を委託しているため、

　　保守点検業者と点検時期について調整すること。

　・工事日程、工事用車両の進入経路及び駐車場所・資材置場については、市監督員及び団地管理人と十分に打合せを行い決定すること。

　・工事中断水とならないよう十分に配慮すること。（万一、断水となる場合は事前に入居者へ周知すること）

【施工条件】

　・作業着手までの期間に現地調査を行い、施工計画書及び使用材料一覧表を作成し、市監督員の承諾を得ること。
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揚水配管
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給水配管

名  称

屋内一般

屋外露出

屋外埋設

工事区分

硬質塩ビライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ）

硬質塩ビライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ）

耐衝撃性硬質塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

配管材料

ＪＷＷＡ　Ｋ　１１６

ＪＷＷＡ　Ｋ　１１６

ＪＩＳ  Ｋ  ６７４２

規格

グラスウール保温筒＋アルミガラスクロス

ポリスチレン＋ＳＵＳ鋼板

埋設表示シート

保温・防露記  号

凡例・系統図(改修後)

-

４階　ＦＬ

１階　ＦＬ

２階　ＦＬ

３階　ＦＬ
50

65

40

20 40

防虫網65A

GV40

YST40

定水位弁40

FJ20

FJ50

GV20

GV50

100

防振継手50(玉型) 防振継手50(玉型)
GV50 GV50

※水道直圧部及び揚水ﾎﾟﾝﾌﾟ2次側はJIS10K、それ以外はJIS5Kとする。

排水口空間は150mm以上確保すること

50

既設管接続

FJ40

BT20
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設計　ＧＬ

LF4P

LF5P

50

50

系統図(改修後)

機械設備　凡例

GV50

FJ50
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50

止水栓

屋外露出

地中

硬質塩化ビニル管(ＶＰ)

硬質塩化ビニル管(ＶＰ) ＪＩＳ　Ｋ　６７４１

ＪＩＳ　Ｋ　６７４１ 塗装

屋外露出

屋外埋設

硬質塩ビライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ）

耐衝撃性硬質塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

ＪＷＷＡ　Ｋ　１１６

ＪＩＳ  Ｋ  ６７４２

ポリスチレン＋ＳＵＳ鋼板

埋設表示シート

50

GV25

GV50

FJ50 FJ50

40 40

50

※屋外配管用架台は溶融亜鉛メッキ製とする。

GV20

単水栓

単水栓

GV40

GV20

排水配管



50

GV50

縁石撤去

ｱｽﾌｧﾙﾄ撤去

40

既設配管切断

既設配管切断
50

GV40(付属品)

CV40(付属品)

40

GV25

50

はつり及び補修

既設桝接続

・基礎　□200×450

新設ネットフェンス（朝日PCﾌｪﾝｽ同等品）

・溶融亜鉛メッキ仕上げ

・扉W=1000、H1800、基礎□350×600

撤去跡ﾓﾙﾀﾙ補修

既設配管切断

50

5050

GV50 撤去

20

揚水ポンプ撤去
撤去跡ﾓﾙﾀﾙ補修

地下受水槽(10.7m3)埋戻し
砕石(再生材)
底部穴あけφ150×6

GV20 撤去 x2

50
40

40
25

50

50

GV25 撤去

GV50 撤去

BT20 撤去

受水槽

機 器 名

新 設 機 器 表

揚水ポンプ

定水位弁50 撤去

撤去後ﾓﾙﾀﾙ補修
車止め撤去(150x600x120)

50A

5
0

1
00

ブロック基礎
200×200×450

砕石 t＝100

D10@200 タテヨコ共

砕石 t＝100

金こて仕上

フェンス H＝1800

GL 10
0

1
00

15
0

2,070

受水槽基礎図　1/50

2,470

2
,
47

0

1
00

0

85
0

腹筋 4-D10

STP D13@200

400

600以上確保

(ﾌﾟﾗｸﾞ止め)

既設配管接続

既設貫通孔利用
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1/100
1/50

既設機器、給排水管、付属金具等を撤去する。

配管切り離し部分

現状維持部分 配管撤去部分

・

給排水衛生設備　撤去工事要領

平面詳細図(改修後) 1/100

既設配管部分 配管新設部分

既設管接続部分

既設機器、給排水管、付属金具等を新設する。

給排水衛生設備　新設工事要領

・

津市市営ぜにやま団地１３号館受水槽改修工事

車止め撤去(150x600x120)
ｱｽﾌｧﾙﾄ復旧

塩ﾋﾞ製雨水桝
(φ300・塩ビ蓋)

GV50、FJ50縁石新設

50

200 200

溶接金網D9 100x100

・H=1800、L=12.0m

100

100

100

仕　様 台数

容量　呼称10.0m3　　耐震K=1.0G　平架台（溶融亜鉛メッキ）、

内外梯子、点検蓋、防波板、防波筒、その他付属品一式共

相フランジ、チャッキ弁、仕切弁、圧力計、その他付属品一式

多段タービンポンプ（ナイロンコーティング・自動交互運転）

１

２

FRP製パネル複合板　外形寸法　2.0×2.0×2.5H　　

50

単水栓

65

50

BT20

ｱｽﾌｧﾙﾄ復旧

GV40、GV20

40

単水栓

防虫網 65A

40

GV20

GV40、定水位弁40、FJ40
YST40、GV20、FJ20

4P 電極

4
00
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3
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主筋 4-D13
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5
00
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00
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平面詳細図(改修前) 1/100

Ｎ Ｎ

GV50、防振継手x2

防振継手 x2
・南京錠(50番)

50×40　0.4m3/min　全揚定18m　3φ200V　2.2kw　2P

(参考型番：NX502-62.2-e)

既設揚水ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤撤去

揚水ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤新設

平面詳細図(改修前・改修後)・受水槽基礎図
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(溶融亜鉛ﾒｯｷ,ｺﾞﾑｼｰﾄ共)
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FJ50 新設
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FJ50 撤去

既設配管切断(ﾌﾟﾗｸﾞ止め)

既設配管切断(ﾌﾗﾝｼﾞ部)

FJ65

GV65

40

7007,1007,1007,100

4 5 6 7
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,
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7
0
0

A

C

40

50

既設配管接続(ﾌﾗﾝｼﾞ部)

3P 電極撤去

5P 電極新設

門型支持金物

7,1007,1007,100700

321

7,1007,1007,100700

321

屋上平面図(改修前) 1/100

屋上平面図(改修後) 1/100
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屋上平面図(改修前・改修後)

Ｎ

Ｎ

既設機器、給排水管、付属金具等を撤去する。

配管切り離し部分

現状維持部分 配管撤去部分

・

給排水衛生設備　撤去工事要領

既設配管部分 配管新設部分

既設管接続部分

既設機器、給排水管、付属金具等を新設する。

給排水衛生設備　新設工事要領

・

40

50(撤去)



CV2.0-3C(28)　撤去
CV5.5-3C(28)　撤去

揚水ポンプ制御盤～プルボックス間

CV2.0-4C(25)　撤去

揚水ポンプ制御盤～揚水ポンプ間

揚水ポンプ制御盤撤去

3

平面詳細図(改修前) 1/100
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津市市営ぜにやま団地１３号館受水槽改修工事 1/100

5/6

電気設備 平面詳細図（改修前・改修後）

凡例表
記　号

1

2

3

ED

揚水ポンプ制御盤

電極（機械設備工事）

埋設表示杭（鉄製）

プルボックス　150x150x100 SUS WP

プルボックス　200x200x200 SUS WP

既設プルボックス

接地工事　Ｄ種

位置ボックス

掘方埋戻を示す。

※既設配線、配管は可能な限り分別し、撤去すること。

CVV2.0-4C(HIVE22) 

平面詳細図(改修後) 1/100

CVV2.0-5C(HIVE28)

CVV2.0-5C(FEP30) 立ち上がり露出部(HIVE28）

CV5.5-3C(FEP30)  立ち上がり露出部(HIVE28) 

ED

CV3.5-4C(HIVE28) 

CV3.5-4C(HIVE28) 

CVV2.0-4C(HIVE22) 

揚水ポンプ制御盤

壁貫通処理

露出配管用ブロックにて支持を行う

※参考型番　MKB1510

LF4P（機械設備工事）

2 3

2

2

1

E5.5(HIVE16) 
既設配線へ接続

Ｎ

参考型番：BL3L-2D-2.2-30

名　　称 備  考



7007,1007,1007,100

4 5 6 7

7,1007,1007,100700

321

屋上平面図(改修前) 1/100
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7
,
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7
0
0

A

C

高置水槽撤去（機械設備工事）

撤去

ケーブル撤去

電極 LF3P（機械設備工事）
撤去

CV2.0-3C(28)

CV2.0-3C(28)
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No.

図面名称
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電気設備　屋上平面図(改修前・改修後)

6/6

Ｎ

Ｎ

電極 LF5P（機械設備工事）

7007,1007,1007,100

4 5 6 7

7,1007,1007,100700

321

屋上平面図(改修後) 1/100

1
,
2
0
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7
,
0
0
0

7
0
0

A

C

CVV2.0-5C(HIVE28)

屋上露出配管は露出配管用ブロック（ゴムベース付）にて支持を行う。
※参考型番　MKBGB1510
※10m毎に伸縮カップリングを使用すること。

揚水管新設

(機械設備工事)

CVV2.0-5C(HIVE28)

2

高置水槽新設（機械設備工事）


